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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 642,867 25.9 5,544 34.2 4,676 52.0 2,999 82.2
22年3月期第3四半期 510,799 △38.8 4,131 △43.7 3,076 △55.8 1,646 △56.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 33.87 ―

22年3月期第3四半期 18.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 222,244 25,495 10.7 268.11
22年3月期 203,364 23,692 10.9 249.24

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  23,742百万円 22年3月期  22,071百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00
23年3月期 ― 2.50 ―

23年3月期 
（予想）

2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 910,000 32.0 7,400 28.7 5,800 35.2 3,000 3.1 33.88



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注） 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、
表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・ この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開始時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了してません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・ 業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断とする一定の前提に基づいており、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については四半期
決算短信（添付資料）3ページ 「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P3.「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 88,605,625株 22年3月期  88,605,625株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  51,859株 22年3月期  50,854株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 88,554,022株 22年3月期3Q 88,556,546株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を中心とするアジア地域の需要が好調に推移し、

緩やかな回復基調を維持しているものの、円高の影響や昨秋以降の景気刺激策の縮小から、先行きの不透明

感を払拭できないまま推移しました。 

当社グループの第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は642,867百万円（前年同期比

25.9％増）、営業利益は5,544百万円（前年同期比34.2％増)、経常利益は4,676百万円（前年同期比52.0％

増)、四半期純利益は2,999百万円（前年同期比82.2％増)となりました。  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

①鉄鋼セグメント 

鋼板製品は主に中国向け輸出の取扱いが増加し、造船業界向けも堅調に推移しました。線材製品は消

費刺激策効果により自動車業界向けの取扱いが増加し、また、棒鋼製品は建設業界向けは不振でしたが、

自動車業界向け特殊鋼の取扱いが増加しました。さらにチタン・ステンレス製品はアジア地域向け輸出

の取扱いが増加し、鉄鋼二次・三次製品も主に設備投資が持ち直したことから取扱いが増加しました。 

これらにより、鉄鋼セグメントの売上高は196,412百万円となり、セグメント利益は2,194百万円とな

りました。 

 

②鉄鋼原料セグメント 

輸入鉄鋼原料は鉄鉱石、石炭の価格上昇により取扱いが増加し、冷鉄源は粗鋼生産の増加に伴い鉄ス

クラップの需要が増加し、さらに価格も上昇したことから取扱いが増加しました。また、合金鉄は価格上

昇により、チタン原料は需要回復により、それぞれ取扱いが増加しました。 

これらにより、鉄鋼原料セグメントの売上高は250,510百万円となり、セグメント利益は642百万円と

なりました。 

 

③非鉄金属セグメント 

銅製品は半導体向けおよび自動車用端子コネクター向け需要増により銅板条の取扱いが増加し、家庭用

エアコン向け需要が好調であったことから銅管の取扱いも増加しました。また、アルミ製品は印刷版向

けおよび家庭用エアコン向けのアルミ板条や液晶製造装置向けアルミ加工品の取扱いが増加しました。

さらに、非鉄原料も銅・アルミ地金の需要増から取扱いが増加しました。 

これらにより、非鉄金属セグメントの売上高は161,468百万円となり、セグメント利益は846百万円と

なりました。 

 

④機械･情報セグメント 

機械製品は産業用クラッチおよびモータが好調でしたが、製鉄所向けなどの大型案件が低調に推移し

たため取扱いが減少しました。一方、情報産業関連製品はタッチパネルの需要増により電子材料の取扱

いが増加しました。 

これらにより、機械・情報セグメントの売上高は32,253百万円となり、セグメント利益は107百万円と

なりました。 

 

⑤溶材セグメント 

溶接材料は国内の造船・建設鉄骨業界向けの需要は横ばいで推移し、また、化工機業界向けの需要は

減少しましたが、建設機械・自動車業界向けの需要が増加したことに加え、海外プラント向け需要が好

調であったことから取扱いが増加しました。また、生産材料も増産等により取扱いが増加しました。 

これらにより、溶材セグメントの売上高は39,266百万円となり、セグメント利益は612百万円となりま

した。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は222,244百万円となり、前連結会計年度比18,880百万円増

加しました。これは、主に受取手形及び売掛金の増加によるものであります。 
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（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は196,749百万円となり、前連結会計年度比17,077百万円

増加しました。これは、主に支払手形及び買掛金の増加によるものです。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は25,495百万円となり、前連結会計年度比1,802百万円増加

しました。これは、主に利益剰余金の増加により株主資本が増加したことによるものです。 

 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、景気は依然として不透明な状態が続いており、平成22年9月17日に

発表いたしました業績予想から変更しておりません。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

２．その他の情報 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当社は当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、当第２四半期連結会計期間末に算定したもの 

 と著しい変化がないと認められるため、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用しておりま 

 す。 

  また、一部の連結子会社においては前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ 

 るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

棚卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実 

 地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方法によってお 

 ります。但し、一部の関係会社においては、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項 

 目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。 

  また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、一時差異等 

 の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や 

 タックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

固定資産の減価償却費の算定方法 

  減価償却費の計算において定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の 

 額を期間按分して算定する方法によっております。 

 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

  法人税等並びに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方法によって 

 おります。但し、一部の関係会社においては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前 

 当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実 

 効税率を乗じて計算する方法によっております。 
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(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年3

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月

31日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響及び当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動額は軽微であります。 

 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年3月10日

公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年3

月10日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

③表示方法等の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第

5号）の適用に従い、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表

示しております。 

 また、当第３四半期連結累計期間において「為替差損」の重要性が増したため、区分掲記することと

しました。なお、前第３四半期連結累計期間においては「為替差益」16百万円を営業外収益の「雑収

入」に含めて表示しております。 

 



神鋼商事株式会社 （8075）平成23年３月期 第３四半期決算短信 
 

― 5 ― 

３．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円) 

 
当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

（資産の部）  

 流動資産  

  現金及び預金 18,000  16,397

  受取手形及び売掛金 149,217  134,417

  商品及び製品 21,366  16,237

  仕掛品 956  220

  原材料及び貯蔵品 332  329

  前払金 5,288  8,573

  繰延税金資産 492  567

  その他 1,814  2,046

  貸倒引当金 △340  △494

  流動資産合計 197,128  178,295

 固定資産  

  有形固定資産 3,800  4,012

  無形固定資産 502  468

  投資その他の資産  

   その他 21,415  21,350

   貸倒引当金 △602  △762

   投資その他の資産合計 20,813  20,588

  固定資産合計 25,115  25,068

 資産合計 222,244  203,364
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当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

（負債の部）  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 133,434  120,000

  短期借入金 29,952  26,978

  未払法人税等 1,252  243

  賞与引当金 342  578

  その他 13,382  12,840

  流動負債合計 178,364  160,641

 固定負債  

  長期借入金 17,028  17,542

  退職給付引当金 278  267

  役員退職慰労引当金 33  35

  その他 1,044  1,185

  固定負債合計 18,385  19,030

 負債合計 196,749  179,671

（純資産の部）  

 株主資本  

  資本金 5,650  5,650

  資本剰余金 2,703  2,703

  利益剰余金 18,640  16,153

  自己株式 △16  △16

  株主資本合計 26,977  24,490

 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 △389  15

  繰延ヘッジ損益 △54  △35

  為替換算調整勘定 △2,792  △2,399

  評価・換算差額等合計 △3,235  △2,419

 少数株主持分 1,752  1,620

 純資産合計 25,495  23,692

負債純資産合計 222,244  203,364
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(2) 四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 510,799  642,867

売上原価 496,620  626,778

売上総利益 14,178  16,089

販売費及び一般管理費 10,047  10,544

営業利益 4,131  5,544

営業外収益  

 受取利息 65  35

 受取配当金 416  431

 デリバティブ評価益 14  318

 持分法による投資利益 －  159

 雑収入 488  374

 営業外収益合計 984  1,320

営業外費用  

 支払利息 457  467

 売掛債権譲渡損 1,043  1,066

 為替差損 －  335

 持分法による投資損失 183  －

 雑損失 356  318

 営業外費用合計 2,039  2,188

経常利益 3,076  4,676

特別利益  

 貸倒引当金戻入益 11  193

 固定資産売却益 －  3

 投資有価証券売却益 69  －

 特別利益合計 80  197

特別損失  

 減損損失 177  －

 固定資産除売却損 21  3

 投資有価証券評価損 4  5

 関係会社株式売却損 －  46

 会員権売却損 －  14

 会員権評価損 3  57

 特別損失合計 206  127

税金等調整前四半期純利益 2,950  4,746

法人税、住民税及び事業税 814  1,480

法人税等調整額 420  218

法人税等合計 1,234  1,698

少数株主損益調整前四半期純利益 －  3,047

少数株主利益 69  48

四半期純利益 1,646  2,999
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

(4) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

(単位：百万円) 

 鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械･情報 溶材 その他事業 計 
消去又は
全社 

連結 

売上高    

(1)外部顧客に対す
る売上高 

157,020 181,504 97,399 44,199 30,366 308 510,799 － 510,799

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

－ － 0 － － 7 7 △7 －

 計 157,020 181,504 97,400 44,199 30,366 315 510,806 △7 510,799

営業費用 155,723 180,006 97,071 43,761 29,864 248 506,675 △7 506,667

営業利益 1,297 1,498 328 438 501 67 4,131 △0 4,131

（注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分

を行っております。 

   ２．各事業の主な取扱品目 

    ①鉄鋼……………銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、

チタン製品、鉄粉、鋳鍛鋼 

    ②鉄鋼原料………鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用

副原料、チタンスポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品 

    ③非鉄金属………銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム

鋳鍛造品 

    ④機械・情報……環境エネルギー関連機器・小型蒸気発電機、化学・食品機械、鉄鋼・非鉄金属関連機器、

一般産業機器、電子・情報機器 

    ⑤溶材……………溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒 

    ⑥その他事業……不動産の賃貸 

 

 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、本社に商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは事業本部を基礎とした商品別セグメントから構成されており、「鉄鋼」、「鉄鋼原

料」、「非鉄金属」、「機械・情報」及び「溶材」の５つを報告セグメントとしております。 

 「鉄鋼」は、線材、薄板、厚板を中心に、鋳鍛、チタン、鉄粉などを海外及び国内へ販売しております。 

「鉄鋼原料」は、主に㈱神戸製鋼所へ石炭、コークス、鉄鉱石などを海外及び国内から調達し、販売しておりま

す。「非鉄金属」は、主に自動車、空調向けのアルミ・銅製品を海外及び国内へ販売しております。 

「機械・情報」は主に産業機械、化学機械などを海外及び国内へ販売しております。「溶材」は、主に溶接材

料、溶接機などを海外及び国内へ販売しております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 合計 

売上高   

 (1)外部顧客への売上高 196,412 250,510 161,466 32,253 39,266 679,909

 (2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

－ － 1 － － 1

計 196,412 250,510 161,468 32,253 39,266 679,911

セグメント利益 2,194 642 846 107 612 4,402

 

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

内容（差異調整に関する事項）         

                    （単位：百万円） 

利  益 金  額 

報告セグメント計 4,402

「その他｣の区分の利益（注） 25

のれん及び負ののれんの償却額 125

持分法による投資損益 124

その他の調整 △0

四半期連結損益計算書の経常利益 4,676

 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおり  

ます。 

 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号   

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 

第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

 


